































ています。彼はこのことを実証するデータを得るために 8 年ほどかけて、約 16,000 名もの人を調査しました。そ
の結果、「仮想的有能感」はほとんどの年齢でやや減少傾向にあること、特に大学生では 2005 年度をピークにし
てかなり減少していることが分かりました。でも、まだまだ油断はできません。
　今の子どもたちや若者には競争社会を勝ち抜くことが求められています。でも成功できる人はほんのわずかで
す。ですから必ず競争の敗者になる人がいます。その人はそのまま自分の負けだけを受け入れていれば、鬱にな
り自分がつぶれてしまいます。そこで自己防衛のために、「自分以外はバカ」と無意識的に思い込み、他者を批
判するのです。競争社会、格差社会を生き抜くための手段として、自分が傷つくことから守るための「仮想的有
能感」にはそれなりの存在意味があります。でも「仮想的有能感」はよくないものだと思います。「人と協調で
きない、敵意や嫉妬で衝突を繰り返すような、殺伐とした社会」でも、ちっとも構わないと思うのなら別ですが。
